
 

 

 

 

「建築物と気候グローバル・フォーラム」に参加 

～建築分野の脱炭素化・レジリエンスの加速化に向けた「シャイヨ宣言」を承認～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年３月７日～８日、国土交通省は、フランス共和国政府及び国連環境計画（UNEP）が主催し、フラン

ス・パリで初開催された「建築物と気候グローバル・フォーラム（Buildings and Climate Global Forum）」に参加

しました。 

本フォーラムは、COP28 での Buildings Breakthrough（BBT）（※）の正式発足を受け、建築分野の脱炭素

化・レジリエンスの議論の加速化等を目指し、各国政府や民間企業を含む関係機関のハイレベル級が集結

し、議論する初めての場として、1,800名以上が参加しました。 

国土交通省からは、榊真一国土交通審議官が本フォーラムに参加し、建築分野の脱炭素化・レジリエンス

の加速化に向けた今後の我が国の決意及びBBTへの期待等を表明しました。また、脱炭素化に向けた規制

措置の導入や基準引上げにおける我が国の段階的な取組み及び官民協働のあり方等を紹介しました。 

また、本フォーラムの成果として、「シャイヨ宣言」が取りまとめられ、我が国を含む 70ヶ国が承認しました。 

フォーラムの様子（左：閣僚級全体会合で発言する榊国土交通審議官（前列中央）、右：フォトセッション） 

（問い合わせ先電話番号：03-5253-8111） 

フォーラム全体について：住宅局総務課国際室 坂本、鈴木 （内線 39-171、39-177） 

フォーラム内容について：住宅局参事官（建築企画担当）付 佐々木（雅）、佐々木（雄） （内線 39-461、39-464） 

（※）Buildings Breakthrough（BBT）について：https://globalabc.org/our-work/fostering-collaboration 

ニアゼロエミッション・レジリエントな建築物を 2030 年までにニューノーマルとすることを目標に、主に政府実務者レベルで継

続的な国際的議論を行う場として、我が国を含む 28 ヶ国の参加の下、2023 年 12 月の COP28（UAE・ドバイ）で正式発足。 

１．開 催 日：2024年３月７日（木）～８日（金） 

２．開 催 場 所：パレ・デ・コングレ・ド・パリ 

３．主要プログラム： 

  ３月７日（木）：全体会合（開幕）、政府実務者級テーマ別セッション 

  ３月８日（金）：閣僚級全体会合、国際的参画に係る全体会合、閣僚・ハイレベル級セッション、全体会合（閉幕）  

４．参 考 リンク：「シャイヨ宣言」（原文） 

https://www.ecologie.gouv.fr/sites/default/files/declaration-de-chaillot-forum-batiments-climat.pdf 

令 和 ６ 年 ３ 月 1 4 日 

住 宅 局 総 務 課 国 際 室  

住宅局参事官（建築企画担当）付  


